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学科 人間科学 保育子ども 国際社会 国際コミュニケーション
履修者数 a 174 107 159 150 590
回答者数
履修前 b
（出席率（b/a）×100） 164（94%） 105（98%） 157（99%） 143（95%） 569（96%）
履修後 c
（出席率（c/a）×100） 127（73%） 99（93%） 131（82%） 126（84%） 483（82%）
履修前・後の減少数









選択肢： 1 . 正社員として働く　　 2 . 派遣社員として働く　　 3 . 進学する
4 . 仕事には就かない　　 5 . わからない
（2）就きたい仕事として具体的に考えているものはあるか
選択肢： 1 . ある　　 2 . ない　　 3 . わからない
（3）将来の仕事や結婚・子育てについてどのように考えているか
選択肢： 1 . 結婚または子どもができたら仕事をやめる
2 . 子育てが一段落したら再就職する　　 3 . 出産後も仕事を続ける
4 . 子どもをもうけず仕事を続ける　　　 5 . 結婚しないで仕事を続ける

























人 間 科 学
正社員として働く　 進学する　 わからない　 その他
保育子ども
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保育子ども









































（専業主婦型） （時差的バランス型） （両立型） （仕事専念型）
全体
履修前 20% 31% 25% 3% 4% 1% 17%
履修後 19% 35% 27% 2% 5% 1% 9%
人間
科学
履修前 22% 29% 18% 4% 2% 2% 23%
履修後 24% 31% 21% 6% 5% 2% 13%
保育
子ども
履修前 12% 47% 26% 2% 4% 1% 9%
履修後 11% 66% 12% 1% 3% 1% 6%
国際
社会
履修前 23% 24% 25% 3% 5% 0% 21%
履修後 24% 25% 35% 1% 6% 1% 8%
国際
コミュ
履修前 19% 29% 31% 3% 6% 1% 12%













































人間科学 75.5% 68.5% 人間科学 14.0% 17.3%
保育子ども 70.5% 61.6% 保育子ども 16.2% 25.3%
国際社会 70.7% 63.4% 国際社会 14.6% 22.1%





人間科学 26.8% 33.1% 人間科学 11.6% 19.7%
保育子ども 16.2% 12.1% 保育子ども 10.5% 20.2%
国際社会 62.4% 68.7% 国際社会 12.1% 22.9%






人間科学 47.0% 51.2% 人間科学 9.1% 15.0%
保育子ども 62.9% 62.6% 保育子ども 13.3% 15.2%
国際社会 51.0% 55.0% 国際社会 10.2% 13.0%







人間科学 42.7% 38.6% 人間科学 3.7% 16.5%
保育子ども 53.3% 49.5% 保育子ども 13.3% 15.2%
国際社会 41.4% 40.5% 国際社会 11.5% 30.5%
国際コミュ 34.9% 34.9% 国際コミュ 14.0% 29.4%
アルバイト
全体 33.3% 45.2% 
その他
全体 0.4% 1.2%
人間科学 34.9% 47.6% 人間科学 0.6% 0.0%
保育子ども 49.0% 49.0% 保育子ども 0.0%  1.0%
国際社会 24.4% 38.2% 国際社会 1.0%  1.0%
国際コミュ 32.6% 41.3% 国際コミュ 0.0% 1.6%
友人を
つくる
全体 29.9% 25.7% 
特にない
全体 0.2% 0.0%
人間科学 26.2% 29.1% 人間科学 0.6% 0.0%
保育子ども 40.0% 28.3% 保育子ども 0.0% 0.0%
国際社会 24.2% 25.2% 国際社会 0.0% 0.0%
国際コミュ 32.9% 20.6% 国際コミュ 0.0% 0.0%
留　学
全体 27.4% 25.3% 
わからない
全体 0.7% 0.8%
人間科学 5.5% 3.9% 人間科学 1.8% 2.4%
保育子ども 4.8% 4.8% 保育子ども 1.0% 0.0%
国際社会 35.0% 29.8% 国際社会 0.0% 0.8%












































































ライフコー ス社会保障 キャリアイメージワーク ・ ライフ ・ バランス全
体
自己分析 相互インタビュー卒業生からのメッセージ学士力 働く人へのインタビュー社会人基礎力 ・ 自己診断卒業生インタビュービデオ未来予想図ポートフォリオ自発的学び働くことの大切さ計画と実行の大切さ４学科混合就職への意識の変化学生間の相互作用お金の使い方の見直し
人間科学科
a（26） 4 12 1 1 2 1 1 1 2 6
b（29） 1 10 2 1 1 2 1 2 3 1
c（24） 2 1 3 10 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1
d（31） 2 2 2 15 1 2 1 1 4 1 1
e（26） 9 2 2 1 1 4 1 5 3
計（136） 9 3 5 56 2 3 5 5 2 2 7 1 2 1 11 4 16 4 1 2 1 2
保育子ども学科
a（19） 1 14 2 2
b（16） 7 1 2 2 1 2 1 1
c（21） 2 3 10 2 3 2
d（18） 1 9 2 3 3 2 1
e（19） 1 1 9 1 2 2 3 1 1
計（93） 4 5 49 1 1 4 4 2 9 2 7 5 1 3 1 2
国際社会学科
a（29） 3 2 14 3 1 3 1 3 1 1 1
b（29） 5 17 2 1 1 2 3 1 1
c（31） 1 1 2 14 3 2 2 1 1（英語） 2
d（26） 4 1 12 2 1 2 1 6 2 1
e（27） 2 1 2 14 1 1 4 2 1 1
計（142）15 2 7 71 2 1 2 3 8 3 1 1 15 1 12 2 1 3 4 1 1
国際コミュニケーション学科
a（26） 1 2 11 1 2 3 1 3 1 6 1
b（28） 1 2 16 1 2 1 1 1 2 2 1 1
c（26） 3 3 16 2 1 1 1 2 1 2
d（27） 1 2 1 8 2 1 2 1 1 2 2 3 2 3
e（26） 4 2 10 1 2 1 1 1 2 3 1 1
計（133） 9 3 10 61 1 1 7 3 2 9 3 5 4 7 1 15 8 1 1 4





































































































































































































































































































































受講当初の意識 人間科学 保育子ども 国際社会 国際コミュ 合計
何を学ぶ授業なのか、何のための授業なのか 29 31.9 21 38.2 23 29.1 18 29.0 91 31.7
１年生からキャリア設計は必要なのか 29 31.9 7 12.7 14 17.7 17 27.4 67 23.4
将来についてとくに考えていない、曖昧である 13 14.3 8 14.6 20 25.3 12 19.4 53 18.5
内容が難しそう、とくに興味はない、面倒・退屈そう 15 16.4 10 18.2 13 16.5 7 11.3 45 15.7
単に将来の就職活動、資格取得のためのもの 4 4.4 2 3.6 8 10.1 6 9.7 20 7.0
内容に興味がある、楽しそう、期待は大きい 1 1.1 2 3.2 3 1.0
中学・高校と同じ内容ではないか、期待は小さい 1 1.3 1 0.3
保育・子ども学科の学生には関係のない内容ではないか 7 12.7 7 2.4















































受講後の意識 人間科学 保育子ども 国際社会 国際コミュ 合計
進路や将来、人生について意識するようになった 55 49.1 36 55.4 34 33.6 37 49.3 162 45.9
今後に役立つ知識の獲得や情報の収集ができた 23 20.5 13 20.0 23 22.8 11 14.7 70 19.8
自分自身を見つめ直すこと（自己理解）ができた 14 12.5 11 16.9 21 20.8 13 17.3 59 16.7
大学での学びや４年間の過ごし方を考えるようになった 17 15.2 4 6.2 16 15.8 12 16.0 49 13.9
ワークショップを通して他者（他学科）からの刺激を得られた 2 1.8 1 1.5 5 5.0 2 2.7 10 2.8
期待していたが新鮮味は無かった、意識の変化は無かった 1 0.9 2 2.0 3 0.9
















































































































































































































































































3 ） 文部科学省監修 日本学生支援機構企画・編集・発刊『平成21年度「大学教育・学生
支援事業」学生支援推進プログラム及び就職支援推進プログラム優秀事例集』p.110
4 ） 例えば、鈴木敏恵（2003）『総合的な学習・プロジェクト学習 ポートフォリオ解説書』
教育同人社。
5 ） 加藤幸次・安藤輝次（1999）『総合学習のためのポートフォリオ評価』黎明書房、 
p.46。






















































第 1 回 オリエンテーション（授業の目的, 進め方, シートの活用法, ポートフォリオの説明）
第 2 回 企業人・社会人による講演会　出口治明氏・鈴木勇貴氏
第 3 回 企業人・社会人による講演会　鈴木勇貴氏・出口治明氏
第 4 回 輪　講
第 5 回 輪　講
第 6 回 輪　講
第 7 回 輪　講
第 8 回 輪　講








Analysis of the Career Design Compulsory Course for 
First-Year Students at Toyo Eiwa University
─ A Study on Change in Students’ Attitudes 
Toward Campus Life and Career Planning ─
KAWASAKI Suemi, SHIBUYA Takayoshi
 TSUBOUCHI Chiaki, MACHIDA Saori
KEYWORDS:	Career-Education, First-Year University Curriculum, Self-understanding, 
Alumni as Career Models 
The main objective of this investigation was to clarify how the students who 
completed the Career Design course may have changed in their attitudes toward 
campus life and career planning. The information will then be utilized to further 
improve the career development program. To compare students’ attitudes before and 
after the course, identical questionnaire were given to them to fill out on the first and 
the last days of the course. Statements written on the last day of the course by 
students were also analyzed and used as data.
The analysis of the data indicated that though the Career Design course did not 
sufficiently help students to choose their future careers it did help them think more 
positively about themselves. It also enhanced their planning skills and ability to 
undertake activities throughout their four years at university in preparation for their 
future. In fact, the students who at first had been doubtful of the necessity of the 
course were satisfied and evaluated the course positively. These effects, however, may 
only be short-term ones. The authors believe the career education programs in their 
university are still not sufficient. Therefore, they recommend that the university 
continue the current career education programs and improve support for students to 
help them realize their dreams. Needless to say, this includes continuing to improve 
the Career Design course.
